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２．建築主等の計画上の配慮等 

２－１．建築主等の役割・必要な措置 

（条例第５条・第７条関係） 

建築主等は、中高層建築物の計画について、周辺の居住環境に配慮し、良好な近隣関係

を維持するようにしてください。 

また、下記に掲げる事項について、必要な措置を講じてください。 

 

中高層建築物の計画上の配慮等 

 

(1) 日影による影響の軽減 

 周辺の居住環境に日影による著しい影響が生じることがないように配慮してくだ

さい。 

 

 

(2) 放送電波の受信障害の防止 

 周辺の居住環境に放送電波の著しい受信障害が生じることがないように事前に調

査し、配慮してください。 

 

 

(3) 敷地内の空間の確保 

 周辺の居住環境への日照、通風等の影響・圧迫感などを軽減するため、中高層建

築物の外壁から隣地境界線までの水平距離を一定以上確保してください。 

詳しくは、本手引き２－２．敷地内の空間の確保を確認してください。 

 

 

(4) 近隣住民の住居の居室の観望の防止 

 プライバシー保護の観点から、近隣住居への観望の防止をするために適切な対策

を講じるなどの配慮をしてください。 
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２－２．敷地内の空間の確保 

（条例第７条関係） 

中高層建築物の計画上の配慮等のうち、敷地内の空間に関する基準は、下記のとおりで

す。 

詳しくは、茨木市中高層建築物の計画における敷地内の空間に関する基準を確認してく

ださい。 

 

敷地内の空間に関する基準 

地域又は区域 基準 

 

第１種低層住居専用地域 

第２種低層住居専用地域 

第１種中高層住居専用地域 

第２種中高層住居専用地域 

第１種住居地域 

第２種住居地域 

準住居地域 

近隣商業地域（容積率300％未満） 

準工業地域 

工業地域 

市街化調整区域 

 

 

中高層建築物の外壁から隣地境界線までの

水平距離を次に掲げる数値以上確保してくだ

さい。ただし、建築予定地が、幅４ｍ以上の

公園、広場、川その他これらに類する空地又

は水面に接している部分については、この限

りでありません。 

 

(1) 中高層建築物の高さが10ｍを超える部分 

１＋0.3×(中高層建築物の各部分の高さ－10)／２ 

（単位：ｍ） 

 

(2) 中高層建築物の高さが10ｍ以下の部分 

１ｍ 

 

 

 

備考１ 外壁 

外壁又はこれに代わる柱の面で、建築物の軒、ひさし、バルコニーその他これ

らに類するもので突き出たものがある場合においては、その先端をいいます。 

備考２ 隣地境界線 

第１種低層住居専用地域、第２種低層住居専用地域、第１種中高層住居専用地

域、第２種中高層住居専用地域、第１種住居地域、第２種住居地域、準住居地域、

近隣商業地域（容積率300％未満）、準工業地域及び工業地域並びに市街化調整区

域内に存するもの又は当該地域及び区域に接するものに限ります。  
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敷地内の空間に関する基準のイメージ図は、下記のとおりです。 

 

敷地内の空間に関する基準 イメージ図（断面図） 

 

  

  

中高層建築物の
屋上部分

▽
 
隣

地
境

界
線

 １ｍ

▽ 地盤面

1
0
ｍ

中高層建築物

中高層建築物の外壁
 １＋0.3×(Ｈ－10)／２（単位：ｍ）

敷地内の空間に関する基準で定める数値
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敷地内の空間に関する基準 イメージ図（配置図） 

 

 

（例１）建築予定地が公園、広場、川その他これらに類する空地又は水面に接する場合 

  

 

（例２）建築予定地が地域又は区域の２以上にわたる場合 

 

地域Ａ

地域Ｂ

地域Ａ 地域Ｂと

商業地域及び近隣商業地域（容積率300％以上）

第１種・第２種低層住居専用地域、第１種・第２種中高層住居専用地域、第１種・第２種住居地域、準住居地
域、近隣商業地域(容積率300％未満）、準工業地域、工業地域及び市街化調整区域

 の境界

Ｈ１

Ｈ２

Ｈ３

敷地内の空間に関する基準で定める数値　１＋0.3×(Ｈ３－10)／２（単位：ｍ）

敷地内の空間に関する基準で定める数値　１＋0.3×(Ｈ２－10)／２（単位：ｍ）

敷地内の空間に関する基準で定める数値　１ｍ

20ｍ ＜ 建築物の高さ Ｈ３

　　　　建築物の高さ Ｈ１ ≦ 10ｍ

10ｍ ＜ 建築物の高さ Ｈ２ ≦ 20ｍ

第１種・第２種低層住居専用地域の場合は、
軒高さ７ｍ以下のもの又は地上３階未満のもの

第１種・第２種低層住居専用地域の場合は、
軒高さ７ｍを超えるもの又は地上３階以上のもの
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（例３）建築予定地が地域及び区域に接し、又は近接する場合 
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